
2025年度後期 公開講座

10/30(木)

百年館低層棟5階
百506教室

13:30～15:00 
受講料: 無料

その国を象徴する文化芸術は、観光の目玉として、世界中の人々を集める力があります。
一方で、芸術に対する社会的評価や位置づけには、東西文化差が明確にあります。
このような落差はなぜ生まれるのでしょうか。
本講義では、芸術の社会的認識について、脳科学や心理学などの総合科学的知見から
紹介します。

“脳”と“心”から見た
「文化・芸術・観光・

ミュージアム」

講師：阪田徹 日本女子大学 特別招聘教授
東京国立博物館 参与

日本女子大学生涯学習センター
目白キャンパス百年館高層棟4階
■TEL 03-5981-3755
■講座HP https://jwullc.sa-advance.com/lectures

【お問い合わせ】
お申込、受講料の詳細は
二次元コードまたは
講座HPをご確認下さい

～芸術は、「①西洋先進国では、最上級の知性」、
「②日本では、趣味・趣向・道楽」

この落差はなぜ生まれるのか？～

※


